第5回　南寿の里　スタッフミーティング議事録

★丘の家

平成24年8月28日（火）16時～17時

場所：丘の家　職員室　記載者：原子

出席者表
	村山
	田村
	月舘
	石橋
	原子
	和田
	伊藤
	花生

	
	○
	
	○
	○
	〇
	○
	○


※欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事の無いようにしましょう。

○食事配送について○

· なごみの食事配送時「丘の家」と「雲の家」を取り違えることが増えてきた。この件に関し、食事発注係りよりなごみに電話連絡をして頂くこととする。叉、受け取る南寿職員も間違いがないか確認をする。

○なごみ発注の刻み食について○

· 刻み食の魚の中に小骨が混じっており、既に刻んでしまっているのでより分けるのが困難である。良い解決策はないか食事発注係りより、なごみに電話連絡し相談してみる。

○米、味噌の受け取り処置について○

· 米、味噌の受け取り後の処理が統一されていないため、事務所内に置きっぱなしになる事があった。受け取った人が日にちを記入し東側物置の所定の位置に置く。また受け取り表に打ち込み、連絡ノートにも記載し受領を明確にする。

○排泄表二名追加について○

· 阿部節子様の排泄表：日中帯の失禁が増えたり、失禁時の尿量にばらつきがある為排泄表にて様子観

　　　　　　　　　　　　察し、今後の声掛けや誘導を検討する。また、便秘薬の追加処方があった為

　　　　　　　　　　　　排便状況の観察もする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　木村洋子様の排泄表：昼夜を通し尿失禁の回数や量の把握を排泄表にて明確する。叉、失禁し更衣　　　　を促すも、失禁自体を否定するため清潔保持が難しい状況にある。排泄表にて観察し今後の対策の参考にする。また、なぜ拒否や否定をするのか、ご本人様の気持ちの面も考えながら、今後の対応策を考えていく。

　　　　　　　　　　　　

○排泄表記入について○

· 現在トイレ誘導時失禁されている方(尿意がない)が多い。排泄表の記入欄に、誘導での排泄・失禁の有無の二種類の記号表記を一つの欄に記入していたが、記入欄が狭く記入しにくい。そこでトイレでの排泄と、失禁の排泄表記でよいのではないかとのことで、一つずつの記号表記とする。

トイレでの排泄＝＋、失禁　＋　　とする。

○夜勤業務表について○

· 夜勤業務表は最低限の業務と位置づけて活用し、業務表にとらわれる事無くこれからの夜勤業務について各々が柔軟に考えられるように活用していくこととする。



















